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海外安全対策情報（２０１６年１０月～１２月分） 
在ユジノサハリンスク日本国総領事館 

 
１ 社会・治安情勢 
  昨年３月の前知事の汚職容疑による逮捕に続き，州政府幹部の解任等の頻繁な人事異

動が進められたが,昨年９月には知事選が平穏に行われ新政府が発足した。当地は政治的

には安定しており，現在のところ治安情勢に悪影響を及ぼすような反政府勢力等の動き

は特段見られない。８月に当地市裁判所がイスラム教経典コーランの解説書籍に関し, 同
書籍を過激主義的資料と認定し,当地に居住するイスラム教信者が反発する状況が生じた

が,その後,州裁判所が市裁判所の認定を破棄し,問題は収束した。 
  他方，当地ではサハリン州が北方領土を事実上「管轄」していることから，北方領土

問題に対し，ロシアの他の地域と比較して極めて過敏な反応を示す傾向があり，例年２

月７日（我が国では北方領土の日）或いは，その日に前後して当館建物前において，北

方領土返還反対団体による抗議集会が行われている。平成２７年については,「北方領土

の日」に集会は行われなかったものの,１１月１６日,同月１８日に当館建物前等において

小規模な抗議集会が行われ,平成２８年については,２月１１日に当館建物前で北方領土

返還反対団体による小規模な抗議集会が行われており,今後も引き続き注意を要する。ま

た，昨年，当地では，第二次大戦終了７０周年に関連し，９月２日前後には軍事パレー

ドや「日本軍国主義からのサハリン南部の解放」をテーマに種々の行事が実施され,サハ

リン州政府主催の国際学術会議においては領土問題に関する対日批判がなされたものの,
反日的な集会等の開催は見られなかった。本年は，第二次大戦終了記念日に関しては，

平穏であったと見受けられた。 
  なお,当地では現在までのところ,具体的なテロ情報はないものの,各国にてテロ事件が

発生している情勢に鑑みれば，駅,空港等不特定多数の者が集まる場所を訪問する際は,周
囲の状況に注意を払う等留意の必要がある。 

 
２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 
（１）一般的治安情勢に関しては，サハリン州の各地において殺人のほか,高齢者や女性な

どの弱者を狙った路上強盗,住居不法侵入等による窃盗，あるいは銃器を用いた凶悪犯

罪，未成年者も含む女性への婦女暴行，デゾモルヒネ，大麻等の薬物の違法所持・売

買事案が後を絶たない状況である。殺人は，飲酒によるトラブルに起因するものが多

く発生しているが，金品の強奪を目的としたものも発生している。本年においては５

月及び８月に，当地を旅行中の邦人が荷物から数分，目を離した隙に現金，旅券等が

入ったバックを盗まれる事案，夜間，飲食店で飲酒後，ベンチで休んでいる隙に，現

金，携帯電話等を盗まれる事案が発生しており，貴重品の管理及び夜間の外出には注

意が必要である。また，過去には当地在留邦人が強盗被害に遭うケースも発生してお
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り，引続き当地治安情勢への留意が必要である。 
 
（２）治安当局の発表によれば，２０１５年にサハリン州において治安当局が認知し，登

録された犯罪件数は１１，２７０件であり,２０１４年の１１，５０９件と比べ,２３９

件と僅かに減少したものの,以下の内訳にもあるとおり，２０１５年は前年と比べ,殺人,
粗暴行為等人の生命に直接関わるような凶悪事件の登録件数が増加しているほか,薬物

違法流通についても多数発生している状況にある。また,２０１３年２月には,ユジノサ

ハリンスク市内に所在する教会に武装した男１名が侵入して銃を乱射し,２名が死亡,
６名が負傷する事件が発生しており,これらの犯罪は在留邦人の生活安全上の直接的な

脅威ともなりうるものであり，引き続き当地治安情勢は予断を許さない状況にあると

言える。 
 
（３）２０１５年の犯罪の主な内訳（括弧内は,２０１４年を１００％とした場合） 
  ア 殺人及び殺人未遂：８２件（１１０％） 
  イ 重度傷害：１９４件（８６．６％） 
  ウ 強姦及び強姦未遂：１２件（６３．２％） 
  エ 強盗：１６件（４３．２％） 
  オ 略奪：２５９件（７５.３％） 
  カ 窃盗：４，３４３件（９４．１％） 
  キ 詐欺：８５６件（１３９．６％） 
  ク 粗暴行為：１１件（１３７．５％） 
  ケ 薬物違法流通：１，０９５件（８９．６％） 
 
（４）邦人被害事案 
   本年８月に，当地を旅行中の邦人が，夜間，ユジノサハリンスク市内に所在の飲食

店で飲酒後，酔いを醒ますため，チェーホフセンター近くの遊歩道に設置のベンチで

休憩していたところ，所持していた現金，携帯電話，デジタルカメラを盗まれる事案

が発生している。 
 
（５）邦人以外の被害事案（殺人・強盗等凶悪犯罪の事例） 
 ア 強盗 
   本年１０月から１２月の間,ティモフスク，ウグレゴルスク，オハで１件の強盗，強

奪事件が発生しており，年配者を狙った強奪事件，貴金属店等商業施設に対する強盗

事件が発生しており，ナイフ，空気銃を使って店員等を脅す事案が発生している。 
（詳細は,別添事件詳細記事参照） 
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 イ 殺人,過失致死等 
   本年１０月から１２月の間,ユジノサハリンスク，コルサコフ，ホルムスク，オハで

殺人事件が発生し，飲酒中に喧嘩となり，殺人に発展した事件が多くが発生している。 
（詳細は,別添事件詳細記事参照） 
 
 ウ 暴行・傷害・強姦等 
   本年１０月から１２月の間,ユジノサハリンスク，コルサコフ，ドリンスクにおいて

暴行，傷害事件が発生しており，飲酒が起因する事件が発生している。 
（詳細は,別添事件詳細記事参照） 
 
 エ 窃盗等 
   本年１０月から１２月の間,サハリン州内の各都市で多数の窃盗事件が発生している。 
 
 オ 薬物・銃器・爆発物 
   本年１０月から１２月の間,ユジノサハリンスク，ドリンスクにおいて，大量の大麻

及び合成麻薬等の不法所持，販売等の事件が発生している。 
（詳細は,別添事件詳細記事参照） 
 
３ 誘拐・脅迫事件発生状況 
  該当案件なし 
 
４ 日本企業の安全に係る諸問題 
  特になし 
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別 添 
 

事件詳細記事（当地通信社等の事件記事を引用） 
 
 １ 強盗 

①〔強奪〕ティモフスク市区内務部の警察官が，捜索活動措置の過程で，商店の販売

員への襲撃強盗の容疑者である４３歳の男を拘束した。１０月２８日，犯人は，あ

るキオスクの出入口付近でキオスクの職員を待ち受けていたことが判った。時を待

ち，彼は，彼女の首にナイフを突きつけ，彼女が所持していた１日の売上金を出す

よう要求した。その後，犯人は，何処かへ姿を消した。損害は，約５万ルーブルと

なった。女性は，動ずることなく，良く容疑者の顔を覚えていたことで，警察官達

は，犯罪を解明，容疑者の人定を特定及びすぐに容疑者を拘束するのに役だった。。

この男は，すでに幾度も警察にマークされ，犯罪行為の際，犯人は，執行猶予中だ

った。盗まれた現金は，押収され，刑事事件が提起された。 
②〔強盗〕１１月１６日午前５時１５分，ウグレゴルスク地区内務部の当直に，ニコ

リスキー村在住の７４歳の女性から襲撃に関する通報を受けた。女性年金受給者は，

マスクをした不明男性が家に押し入り，拳銃のような武器で彼女を脅し，金を要求

したと通報した。直ちに，事件現場に機動捜査班が出発した。警察官は，ショック

を受けた女性を安心させた。彼女は，早朝４時ころに，大きな物音で目が覚め，家

の中で顔を隠し，手に拳銃と棒を持った男性を見つけた。家主は，簡単な施錠でド

アをロックしていたので，ドアをたたき壊すことは，犯人には難しくなかった。武

器で脅し，犯人は，金を要求し始めたが，通報者は，金を持っていなかった。おび

えながら老婆は，犯人に殴らないよう頼み，彼女が年金を受取る，数日後に金を渡

すことを約束した。本当に家の中に多額の現金がないことを確認し，不明者は，事

件現場から姿を消した。捜査員は，直ちに犯人の捜索に着手し，間もなく，年金受

給女性を襲った男の人定と住所に関する情報を受取った。追跡により，犯人は拘束

され，警察署に護送された。犯人は，２５歳のニコリスキー村の住民であることが

判った。警察官は，彼の所持していた犯人が顔を隠したタオル及び空気銃を発見し

た。現在，男は拘束された。この事実に関し，刑事事件が提起された。この条項の

最高刑は，７年から１２年までの期間の自由剥奪刑が規定されている。 
③〔強盗〕過ぎ去った休日に，オハにおいて，犯罪者達が，貴金属店「ゾロトエ・ル

ノ」に押し入った。事前の情報によると，１２月９日夜，マスクをした犯人達は，

仕事から家に帰る店の女性従業員を捕まえた。一晩中，（犯人達は，）彼女を自動車

に監禁した。翌朝，彼らは，女性を貴金属店に連れて行き，武器で脅しながら，警

報を解除するよう迫り，完全に全ての商品を盗んだ。損害額は，まだ判っていない

が，損害額は，数百万ルーブルに達することは明らかだ。強盗達が乗っていた車は，
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ノグリキ地区で発見された。まだ，車が誰の所有なのか伝えられていない。 
 
 ２ 殺人,過失致死等 
  ①〔殺人〕サハリン州捜査委員会ユジノサハリンスク市捜査課によって，前科のある

６５歳の地元在住の男に対し，ロシア刑法典の殺人により刑事事件が提起された。

捜査によると，１０月２日夜，容疑者は，店の近くで５４歳の地元在住男性と会い，

彼に飲みに行こうと提案した。洗剤「プシスティク」を購入し，彼らは容疑者の家

に向かった。飲酒の過程で，客とアパートの家主との間で喧嘩となり，その結果，

後者がナイフを手に取り，被害者の腹部を一度刺し，その後，就寝した。朝，目覚

めると，容疑者は，男性が，死亡しているのを発見した。刑事事件により，証拠の

収集と確保に向けた捜査活動が行われている。 
  ②〔殺人〕１０月１３日，コルサコフ市コルサコフ通り１１のアパートの１つにおい

て，暴力による死の痕跡がある４７歳の地元男性住民の遺体が発見された。この事

実により，サハリン州捜査委員会コルサコフ市捜査課によってロシア刑法典の殺人

により刑事事件が提起された。１０月１２日，被害者は，殺人の前科がある４６歳

の知り合いの男のもとに客として，上述の住所に到着し，そこで，彼らは１日中飲

酒したことが明らかとなった。飲酒によりアパートの家主に，幻覚が始まり，彼は，

ナイフを手に取り，少なくとも６回，被害者の頭部と頸部を刺した。その後，容疑

者は就寝した。朝，目覚めると，客の遺体を発見し，自分の衣服を脱ぎ，瓶，グラ

ス，殺人を行ったナイフを集め，全てを袋に入れ，家の庭に運び出し，ゴミ用のコ

ンテナに捨てた。その後，犯人は，警察に電話し，彼のアパートで遺体を発見した

と通報した。現在，容疑者は拘束され，彼に対し，勾留での身柄保全処分の選択に

関する問題が検討されている。刑事事件により，証拠の収集と確保に向けた捜査活

動が行われている。 
  ③〔殺人〕１１月２０日午前１１時，オハの捜査課は，オハ市エントゥジアスト通り

５－１のアパートの窓下で暴力による死の痕跡のある５４歳の地元在住の女性の遺

体が発見されたとの通報を受けた。刑事事件が提起された。この犯罪行為の容疑に

より，類似の犯罪の前科がある３２歳の地元在住の男が拘束された。彼に対する勾

留下での身柄保全処分措置に関する問題が検討されている。捜査によると，上述の

住所で２週間，５名の同僚達であるアパートの男性家主，容疑者，３名の女性は，

飲酒していた。１１月１９日に，男性家主が所持していたピストルを見せると，客

達は，アパートの壁に向け射撃し始めた。その後，この武器により，人を殺害する

ことは可能かについて，容疑者と被害者の間で口論となった。賭け金は３０００ル

ーブルだった。容疑者は，女性に近づき，頭を撃ち，これにより女性は，その場で

亡くなった。その後，遺体は，バルコニーに運ばれ，外に投げ捨てられた。 
  ④〔殺人〕１２月９日，サハリン州捜査委員会ユジノサハリンスク捜査課において，
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ユジノサハリンスク市ポポビチャ通り１８Ａのアパートの１つで，頸部に刺し傷が

認められる暴力による死の痕跡のある５５歳の地元住民女性の腐敗した遺体が発見

されたとの通報を受けた。刑事事件が提起された。捜査によると，被害者は，６４

歳のアパートの家主の同居人だったが，ダーリニェエに居住していた。基本的には，

彼が年金を受取る際に，男性の下を訪れていた。１１月中旬，後者は，ウズベキス

タン出身の男と知り合い，そして，彼は，住所不定だったことから，彼の元でしば

らく暮らすことを提案した。１２月４日，いつものように同居人男性の家を訪れた

女性は，飲酒の過程で，客に彼がアパートに住んでいることについて不満を吐露し

始めた。この際，彼女は，非常に卑猥な悪口を用いた。１日中，彼らは，３人で飲

酒し，女性はこの時間中，アパートを立ち去ることを要求しつつ，容疑者を侮辱し

ていた。侮辱に耐えかねて容疑者は，夜にとうとう，ナイフを手に取り，侮辱者の

頸部を１回刺した。その後，彼は，更に，酒を購入し，アパートの男性家主ととも

に，キッチンから部屋に移動し，酒を飲み続けた。朝，目が覚めた容疑者は，着替

え，アパートを立ち去った。被害者の娘が訪れ，彼女の母親が亡くなっているのを

発見するまで，アパートの男性家主は，事件について，法擁護機関に通報せず，４

日間，遺体とともに，アパートで暮らした。容疑者の居場所は特定された。１２月

１２日に彼は拘束され，彼に対する勾留下での身柄保全処分措置に関する問題が検

討されている。 
  ⑤〔殺人〕以前，サハリン州捜査委員会報道部は，ホルムスク捜査課によって，１２

月１８日にホルムスク市マトロースト通り６のアパートの１つで，５５歳のアパー

トの女性家主の遺体が発見された事実に関して伝えた。遺体の法医学鑑定の実施に

より，頸部の圧迫による物理的窒息の結果，死亡したことが判った。ロシア刑法典

第１０５条第１項（殺人）に規定される犯罪構成要件の兆候により，刑事事件が提

起された。この犯罪行為の容疑により，３６歳の被害者の息子が拘束された。取調

官の請求により，彼に対し，ホルムスク市裁判所によって，勾留下における身柄保

全処分措置が選択された。 
   
 ３ 暴行・傷害・強姦等 
  ①〔傷害〕サハリン州捜査委員会コルサコフ捜査課によって，４５歳の地元住民の男

に対して刑事事件が提起された。捜査によると，１１月１０日の深夜，容疑者は，

飲酒による酩酊状態にあり，４２歳の元の同居女性の家に到着し，そこで抵抗の試

みを抑制し，女性の髪の毛を掴み，顔を殴った。その後，ナイフを手に取り，ナイ

フを彼女の顔の前で振り回し，被害者に対してセクシャルハラスメント行為を行っ

た。刑事事件捜査が続けられている。 
  ②〔傷害〕サハリン州捜査委員会ドリンスク捜査課によって，前科のあるドリンスク

地区ブィコフ村在住の１５歳の男に対して刑事事件が提起された。未成年者は，ブ
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ィコフ村タルゴバヤ通り６に所在するアパートにおいて，４３歳の地元住民男性に

手や足で体の様々な部分を何度も殴り，彼に重大な健康被害に分類される程度の身

体的な傷を負わせた。刑事事件により，証拠の収集と確保に向けた捜査活動が行わ

れている。 
  ③〔重度傷害〕１２月１３日，サハリン州捜査委員会ユジノサハリンスク市捜査課に

おいて，ユジノサハリンスク市第１オクチャブリスカヤ通り６３のアパートの１つ

で暴力による死の痕跡がある４３歳の地元男性住民の遺体が発見されたとの通報を

受けた。ユジノサハリンスクの州法医学鑑定センターの遺体登録日誌の抜粋による

と，男性の死は，硬膜下血腫を伴う頭蓋損傷の結果だった。この事実により，捜査

課によって，ロシア刑法典の重大な健康被害の故意の惹起より刑事事件が提起され

た。現在，容疑者の特定に向けた捜査活動及び捜索活動措置が行われている。 
 
 ４ 薬物・銃器等 
  ①〔薬物〕捜索活動措置の過程で，内務局流通麻薬対策課の警察官によって，麻薬の

販売及び入手が明らかにされた。流通麻薬対策課の警察官が，ドリンスク地区ソー

コル村の３１歳の男性住民が，自宅で３３歳の同村住民に大量のマリファナを販売

した。そして，後者は，麻薬からハシシオイルとタバコの混合麻薬を製造し，それ

を更に２名の村民に販売した。男性は，捜査活動実施のため，サハリン州内務局流

通麻薬対策課に護送された。身体検査の結果，容疑者が所持していた，タバコの粉

末状混合物及びハシシオイル９．２７グラムが押収された。その後の容疑者の１人

の勤務場所の捜索の過程で，作業場の中のキャビネットで，捜索員が２５．１グラ

ムのマリファナを発見した。ベレズニャク村の彼自身の物置で，流通麻薬対策課の

警察官が５６２グラムのマリファナを押収した。刑事事件の他の関与者の家の捜査

の際，警察官は，タバコの粉末状混合物及びハシシオイル０．１５グラムのほか，

マリファナ４０６．９グラムを押収した。麻薬の入手，保管及び販売の事実により，

刑事事件が提起された。 
②〔薬物〕１１月１８日，ロシア連邦内務省ユジノサハリンスク内務部において，地

元男性住民からの通報を受けた。男性は，そのアパートの入口に恐らく受渡しのた

めの麻薬を隠匿しようとしている若者がいると通報した。上述の住所に，パトロー

ル局の警察官が直ちに向い，２１歳の男を拘束した。彼の検査の際，警察官は，白

色及び青色の粉末が入った小袋を発見した。事件現場に到着したサハリン州内務局

流通麻薬対策課の警察官が，拘束者から粉末状の物質が入った小袋１３個を押収し

た。犯罪鑑定センターの鑑定官によって，この物質が，大量に該当する５１９．１

グラムの合成麻薬剤であることが明らかにされた。刑事事件が提起された。容疑者

に対し，勾留下での身柄保全処分措置が選択された。 
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は犯罪発生の概略場所
（新聞等報道掲載分に限る）
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これらのほか，ユジノサハリンスク市内
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